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市議会だより
Vol.198  今回の主な内容 

●市政を問う代表質問����２
●ここが聞きたい一般質問��４
●予算特別委員会の概要���６
●議案の審議結果������７
●常任委員会、
　予算特別委員会分科会ほか�８
●東京2020意見交換会��� 10
●１月緊急会議ほか���� 10

紙面を
リニューアル
しました

議会トピックス
～議会活動をお知らせします～

春季　議会報告会
意見交換会を開催します！

2019

市民会館

茂庭出張所（茂庭多目的集会所）

午後6時30分▶午後8時
松川支所

吉井田支所

午後6時30分▶午後8時

午後1時30分▶午後3時 午後6時30分▶午後8時

5/９
（木）
5/13
（月）

5/10
（金）
5/15
（水）

前回、秋季議会報告会の様子

議会からの
政策提言

●広報政策に関する提言
　（総務常任委員会）
●地域密着型プロスポーツチームとの連

携による地域の活性化に関する提言
　（経済民生常任委員会）
●浸水対策に関する提言
　（建設水道常任委員会）

３月定例会議を開きました ＜３月１日〜26日（26日間）＞

市長へ提言書を提出しました。

※主な内容は
　９ページを
　ご覧ください。

QR コードから政
策提言の詳しい
内容をご覧いた
だけます。

３月１日　開会
本　 会　 議

・市長から議案45件、
報告１件提出後、
議案についての提
案理由を説明

　（期間中追加議案６件）

３月７日〜11日
本会議（代表質問）

・各会派の代表６人
による施政方針・
市政運営に関する
質問

３月11日〜14日
本会議（一般質問）

・15人が登壇し、議
案や市政の諸課題
に関する質疑並び
に質問

３月14日〜22日
常 任 委 員 会

・議案や請願を審査

予算特別委員会
・予算議案を審査

３月26日　閉会
本　 会　 議

・各委員長から審査
の経過と結果の報
告後、討論、採決

タイトル写真：古関裕而生誕100年記念モニュメント（福島駅東口）

事前の申し込みは
不要です。どなた
でも参加できます
ので、ご都合のよ
い会場へお気軽に
お越しください！

ふくしま
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真
政
会

新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針

大お
お
ひ
ら平　

洋ひ
ろ
と人

■Ｑ　
新
年
度
施
政
方
針
へ
の
市
長
の
思

い
や
決
意
と
、
よ
り
財
政
健
全
化
に

も
配
慮
し
た
市
民
生
活
向
上
の
財
政
運
営

の
考
え
方
は
。

■Ａ　
新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
開
か
れ

た
市
政
と
ス
ピ
ー
ド
と
実
行
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ひ
と
・
暮
ら
し
い
き
い
き
ふ
く

し
ま
、
産
業
・
ま
ち
に
活
力
ふ
く
し
ま
、

風
格
あ
る
県
都
ふ
く
し
ま
の
３
つ
の
政
策

目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
健
全
な
財
政
運

営
を
基
調
と
し
、
ふ
く
し
ま
の
新
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
最
大
限
努
力
し
た
。

　
歳
出
は
、
待
機
児
童
対
策
や
高
齢
者
支

援
施
策
の
充
実
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
の
行
政
需
要
に
重
点
配
分
し
た
。

　

今
後
も
、
中
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
保
健
所
の
業
務
評
価
と
課
題
、
並
び
に

新
年
度
の
事
業
の
方
針

②
保
育
の
受
け
皿
拡
大
と
待
機
児
童
の
解

消
、
保
育
士
確
保
対
策
の
成
果
と
新
年

度
の
施
策
見
通
し

③
風
格
あ
る
県
都
を
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

具
現
化

④
ご
み
減
量
化
大
作
戦
の

今
後
の
目
標

市
民
21

日
本
一
の
子
育
て

環
境
づ
く
り

高た
か
ぎ木　

克か
つ
ひ
さ尚

■Ｑ　
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
総
合
的
な

取
り
組
み
や
対
応
と
は
。

■Ａ　
待
機
児
童
解
消
を
は
じ
め
、
児
童

虐
待
防
止
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
、
学
習
環
境
の
整
備
な
ど
の
課
題
に

対
応
す
る
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、
保
育
所
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
の
解
消
、
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
整
備
に
よ
る
児
童
虐

待
の
予
防
か
ら
自
立
支
援
ま
で
の
対
策
強

化
、
専
任
職
員
配
置
や
シ
ス
テ
ム
改
修
に

よ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
円
滑

な
実
施
、
学
校
耐
震
化
や
学
校
ト
イ
レ
洋

式
化
、
学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
な
ど
に
取
り

組
み
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
給
食
費
の
無
償
化
、
負
担
軽
減
策
実
施

の
た
め
の
新
年
度
の

取
り
組
み
と
概
算
比

較
②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
の
予
測
と
新

年
度
の
対
応

③
除
染
に
伴
う
除
去
土

壌
の
現
場
保
管
の
解
消
見
通
し

④
健
都
ふ
く
し
ま
創
造
市
民
会
議
の
役
割

と
目
指
す
方
向
性

創
政
ク
ラ
ブ
結

し
ゃ
が
む
土
偶
に
よ
る

市
五
輪
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

■Ｑ　
国
指
定
重
要
文
化
財
し
ゃ
が
む
土

偶
に
着
目
し
た
縄
文
特
別
展
を
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開

催
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
し
ゃ
が
む
土
偶
は
、
わ
が
国
の
縄

文
時
代
後
期
の
ポ
ー
ズ
形
土
偶
の
中

で
も
大
型
で
精
緻
に
表
現
さ
れ
た
縄
文
時

代
の
精
神
文
化
を
象
徴
す
る
代
表
的
な
土

偶
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
新
年
度
は

し
ゃ
が
む
土
偶
の
展
示
用
レ
プ
リ
カ
を
製

作
し
、
パ
リ
か
ら
の
凱
旋
講
演
会
を
実
施

す
る
予
定
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年

の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
認
も
視
野
に
入

れ
、
縄
文
文
化
を
広
く
発
信
す
る
展
示
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
五
輪
メ
モ
リ
ア
ル
シ
テ
ィ
ふ
く
し
ま
と

称
し
た
事
業
展
開

②
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
進
め
方
と
見
通
し

③
中
核
市
ふ
く
し
ま

独
自
の
職
員
研
修

の
必
要
性

④
道
の
駅
整
備
の
今

後
の
見
通
し

�
代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う

本会議の映像を配信しています
代表質問や一般質問などの本会議の様
子がご覧いただけるよう、録画映像を
インターネットで配信しています。
議会ホームページのトップ画面「議会
中継」または下記の QR コードをお読
み取りください。

各会派代表の６人の議員
が、施政方針や予算編
成方針をはじめ市政運営
に対して行う質問です。
その中から、質問および
答弁の要旨を１件、その
他の質問を項目のみ４件
掲載しています。

土偶　上岡遺跡出土
（しゃがむ土偶）
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※�１クールチョイス：2030年度の温室効果ガスの排出量を2013年度比で26％削減するという目標達成のために、省エネ・低炭
素型の製品・サービス・行動など、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動のこと

公
明
党

市
営
住
宅
入
居
の
際
の

連
帯
保
証
人

小お

の野　
京き
ょ
う
こ子

■Ｑ　
市
営
住
宅
入
居
の
際
の
連
帯
保
証

人
の
必
要
性
に
関
す
る
調
査
、
検
討

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

■Ａ　
市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
は
、
平

成
30
年
11
月
の
調
査
で
は
、
中
核
市

54
市
中
連
帯
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
市

は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
条
件
付
き
で
の
法
人
保

証
の
導
入
も
２
市
の
み
の
状
況
に
あ
る
。

　
連
帯
保
証
人
は
家
賃
な
ど
の
債
務
保
証

だ
け
で
な
く
入
居
者
の
緊
急
時
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め

に
重
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
の
技
術

的
助
言
や
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
観

点
か
ら
、
４
月
１
日

か
ら
、
債
務
保
証
会

社
に
よ
る
保
証
を

可
能
と
す
る
よ
う

規
則
な
ど
の
改
正

を
行
う
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
自
主
防
災
組
織
設
置
推
進
と
防
災
意
識

向
上
の
取
り
組
み
、
町
内
会
と
防
災
士

の
連
携
推
進

②
古
関
裕
而
氏
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

③
幼
児
教
育
無
償
化
に
対
す
る
職
員
体
制

と
新
年
度
の
取
り
組
み

④
東
北
絆
ま
つ
り
や
東
京
２
０
２
０
大
会

の
救
急
体
制
、
訪
日
外
国

人
に
対
す
る
救
急
活
動

の
対
応

日
本
共
産
党

国
保
税
滞
納
世
帯
へ
の

対
応

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■Ｑ　
滞
納
世
帯
の
生
活
実
態
状
況
を
把

握
し
、
暮
ら
し
の
立
て
直
し
の
支
援

を
図
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　
納
税
相
談
に
よ
り
、
生
活
実
態
を

把
握
し
た
上
で
、
状
況
に
応
じ
て
福

祉
関
係
部
署
と
連
携
を
密
に
し
、
支
援
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
借
入
金
に
係

る
過
払
い
金
の
請
求
や
自
己
破
産
の
申
請

を
弁
護
士
な
ど
へ
相
談
す
る
よ
う
助
言
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
滞
納
者
の
生
活
実
態

把
握
と
適
切
な
対
応
に

努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
を
国
に
求

め
る
こ
と

②
教
員
の
増
員

③
国
に
対
し
全
国
の
原
発
ゼ
ロ

を
求
め
る
こ
と

④
水
道
事
業
を
民
営
化
に
よ
ら

ず
公
営
企
業
で
行
う
こ
と

社
民
党
・
護
憲
連
合

生
活
環
境
の
整
備
と

放
射
性
物
質
低
減
対
策

羽は
ね
だ田　
房ふ
さ
お男

■Ｑ　
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
力
な
推
進

と
、
快
適
で
近
代
的
な
生
活
環
境
を

備
え
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
予
算
方
針

と
放
射
性
物
質
の
低
減
対
策
実
施
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

■Ａ　
中
核
市
と
し
て
、

騒
音
・
振
動
・
水
質

の
常
時
監
視
、
大
気
汚
染

物
質
な
ど
の
調
査
・
対
策

を
強
化
し
、
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
（
※
１
）
の
普
及
啓
発
な
ど
を
進
め

る
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
へ
蓄
電
池
を
備
え
た

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
進
め
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
事
業
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
施
設
整
備
資
金

利
子
補
給
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す

る
。

　
放
射
性
物
質
対
策
は
、
全
市
放
射
線
量

測
定
マ
ッ
プ
の
作
成
や
定
点
測
定
に
よ
る

放
射
線
測
定
、
農
産
物
・
食
品
等
放
射
能

測
定
を
継
続
す
る
。
除
染
に
伴
う
除
去
土

壌
を
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な

ど
は
新
年
度
中
に
、
住
宅
は
令
和
２
年
度

ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
仮
置
場
な
ど
へ
の

搬
出
作
業
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
が
完
了
し
た

仮
置
場
の
原
状
回
復
の
規
定
と
実
施
方

法
②
ご
み
の
排
出
量
は
、
家
庭
系
ご
み
と
事

業
系
ご
み
を
選
別
し
て
測
定
す
べ
き

③
高
齢
者
が
安
全
安
心
に
外
出
・
移
動
で

き
る
交
通
社
会
形
成
の
課
題
と
次
年
度

の
対
応

④
公
衆
電
話
を
教
育
委
員
会
所
管
で
未
設

置
公
共
施
設
に
早
急
に
設
置
す
べ
き

議会を傍聴してみませんか！
■本会議を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事務局前の傍聴受付で傍聴券をお渡
し後、議場へご案内します。
　本会議における一般傍聴席の定員は64名で先着順となります。
■委員会を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事務局で傍聴券をお渡
し後、委員会室へご案内します。
　委員会における一般傍聴席の定員は５名で先着順と
なります。

市営住宅（野田町団地）
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■
行
財
政公

共
ホ
ー
ル
の
利
用
促
進

村む
ら
や
ま山　
国く
に
こ子

■Ｑ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
共
施
設

の
空
き
状
況
閲
覧
や
仮
予
約
を
可
能

に
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
公
共

ホ
ー
ル
の
利
用
促
進
に
寄
与
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ

の
手
法
や
導
入
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
う
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
係
る
財
政
見
通
し

真さ
な
だ田　

広ひ
ろ
し志

■Ｑ　
平
成
28
年
度
に
87
億
円
だ
っ
た
財

政
調
整
基
金
は
、
６
年
後
の
令
和
４

年
度
末
に
は
21
億
円
に
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
扶
助
費
等
義
務
的
経
費
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
財
源
確
保
お
よ
び
市
債
の
適
正

運
用
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
中
、
今
後
10
年

間
の
公
共
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
資
産
の

改
修
更
新
に
係
る
負
担
も
見
据
え
た
財
政

収
支
見
通
し
と
財
政
運
営
方
針
は
。

■Ａ　
総
合
計
画
基
本
計
画
の
実
施
計
画

見
直
し
に
合
わ
せ
、
５
年
間
の
中
期

財
政
収
支
見
通
し
を
毎
年
度
作
成
し
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
財
政
の
健
全
性
確
保

に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
も
必
要
な
事
業
は
、
確
実
か
つ
迅

速
に
実
行
す
る
な
ど
積
極
的
な
財
政
運
営

を
進
め
、
ま
た
、
行
政
経
費
の
節
減
合
理

化
や
既
存
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
財

源
捻
出
、
自
主
財
源
の
確
保
や
市
債
の
適

正
な
活
用
を
図
り
、
中
長
期
的
な
歳
入
の

涵
養
に
つ
な
が
る
事
業
展
開
に
よ
る
財
源

確
保
と
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
。

■
く
ら
し
・
安
全

火
災
指
令
伝
達
方
法
の
強
化

川か
わ
ま
た又　
康や
す
ひ
こ彦

■Ｑ　
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
更
新

に
よ
り
、
消
防
団
員
へ
の
情
報
伝
達

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
火
災
出
動
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

■Ａ　
火
災
出
動
指
令
と

同
時
に
消
防
団
員
へ

直
接
、
災
害
点
周
辺
の
地

図
を
表
示
す
る
機
能
を
付

加
し
た
指
令
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
現
場
ま
で

の
ル
ー
ト
選
択
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
の
短
縮
と
安
全

運
行
が
図
れ
る
。

■
産
業
・
経
済

旧
堀
切
邸
周
辺
に
お
け
る 

観
光
予
算
措
置

白し
ら
か
わ川　

敏と
し
あ
き明

■Ｑ　
旧
堀
切
邸
か
ら
飯
坂
温
泉
駅
ま
で

の
補
修
な
ど
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
地

域
生
活
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
が
、
観
光
事
業
な
ど
の
予
算
で
行
う

べ
き
で
は
。

■Ａ　
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
非
日

常
を
味
わ
え
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
が

一
体
と
な
り
ま
ち
づ
く
り
振
興
策
の
一
環

と
し
て
、
ハ
ー
ド
面

や
ソ
フ
ト
面
の
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
れ
ば
、
行
政
と

し
て
も
観
光
事
業
で

の
予
算
措
置
の
検
討

を
し
て
い
く
。ふ

く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
へ

の
企
業
誘
致

宍し
し
ど戸　
一か
ず
て
る照

■Ｑ　
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
へ
の
小

型
軽
飛
行
機
の
製
造
工
場
の
進
出
意

向
を
示
し
て
い
た
企
業
の
誘
致
状
況
は
。

■Ａ　
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
内
に
開

発
拠
点
整
備
を
計
画
し
て
い
た
企
業

が
、
資
金
調
達
や
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
経
営
課
題
を
理
由
に
、
当
初
の
整
備

計
画
を
当
面
、
凍
結
す
る
に
至
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
既
存
の
工
場
内
で
の
実
験
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心
に
、
軽
飛
行
機
開
発

事
業
を
継
続
す
る
と
し
て
い
る
。

　

当
初
の
整
備
計
画
の
実

現
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

も
の
の
、
将
来
に
わ
た
る

立
地
の
可
能
性
は
皆
無
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
立
地
の
働
き
か
け
を

行
う
。

中
小
企
業
に
お
け
る

事
業
継
承
の
現
状
と
支
援

阿あ

べ部　
　
亨と
お
る 

■Ｑ　
中
小
企
業
の
事
業
継
承
の
現
状
や

後
継
者
問
題
な
ど
に
つ
い
て
捉
え
て

い
る
具
体
的
な
課
題
と
取
り
組
み
は
。

■Ａ　
平
成
30
年
版
中
小
企
業
白
書
に
よ

る
全
国
の
中
小
企
業
の
経
営
者
年
齢

の
分
布
は
、
平
成
７
年
の
ピ
ー
ク
が
47
歳

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
27
年
の
ピ
ー

ク
は
66
歳
と
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
一

方
、
60
歳
以
上
の
経
営
者
の
48
・
７
％
が

後
継
者
不
在
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
福
島
商
工
会

議
所
の
平
成
27
年
会
員

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い

それぞれの議
員が、市民の皆
さんの生活に
かかわる身近
な市政の課題
に対して行う
質問です。
その中から、質
問および答弁
の要旨を１件
掲載して
います。
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実
態
調
査
に
よ
る
と
、
全
体
の
半
分
程
度

の
事
業
所
に
後
継
者
が
い
な
い
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
早
期
に
事
業
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

情
報
提
供
を
通
し
て
、
円
滑
な
事
業
継
承

の
支
援
を
行
う
。

■
環
境
・
ご
み

ご
み
減
量
化
の
現
状
共
有
と

意
識
啓
発

梅う
め
つ津　
一か
ず
ま
さ匡

■Ｑ　
ご
み
の
現
状
を
よ
り
共
有
し
、
意

識
啓
発
を
図
る
た
め
、
ご
み
情
報
紙

を
作
成
し
発
行
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
新
年
度
に
お
い
て
、
本
市
ご
み
排

出
量
の
現
状
や
推
移
、
ご
み
減
量
化

の
取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
し
た
、
ご
み
減

量
大
作
戦
の
小
冊
子
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
の
情
報
共
有
お

よ
び
意
識
啓
発
に
つ
な
げ
る
。

　
ま
た
、
職
員
が

直
接
地
域
に
出
向

き
、
市
民
と
の
対

話
を
行
う
地
区
座

談
会
の
際
も
活
用

す
る
。

■
福
祉
・
健
康

高
齢
者
福
祉
施
設
の

待
機
人
数
と
対
策山や

ま
ぎ
し岸　
　
清き
よ
し

■Ｑ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
人

数
と
そ
の
対
策
は
。

■Ａ　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
の
入
所

待
機
者
数
は
、１
２
７
２
名
で
あ
り
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
、在
宅
医
療・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
用
な
ど
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　
な
お
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備

を
令
和
２
年
度
に
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
事
業
者
参
入
意
向

な
ど
を
踏
ま
え
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
と
介

護
保
険
料
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
に
十
分
配
慮
し
、

慎
重
に
整
備
を
進
め
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

創
設
状
況
と
課
題

佐さ

く

ま
久
間　
行ゆ
き
お夫

■Ｑ　
本
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
創

設
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

■Ａ　
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
物
件

の
調
査
不
足
に
よ
り
成
約
に
至
ら
な

い
こ
と
や
、
民
間
市
場
へ
の
行
政
関
与
の

あ
り
方
、
行
政
の
瑕
疵
責
任
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
課
題
の
解
決
策
や

本
市
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
設
計
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
新
年
度
に
は
、
空
き
家
等
対
策
に
関
す

る
連
携
協
定
締
結
の
11
団
体
と
の
協
働
に

よ
り
、
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
移
住
・
定
住
等
地
方
創
生
に
資
す
る

空
き
家
バ
ン
ク
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

杉
妻
町
早
稲
町
線
の

円
滑
な
用
地
買
収斎さ

い
と
う藤　
正ま
さ
お
み臣

■Ｑ　
都
市
計
画
道
路
杉
妻
町
早
稲
町
線

の
用
地
買
収
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

新
年
度
中
に
用
地
折
衝
・
協
議
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

■Ａ　
権
利
者
と
の
契
約
に
向
け
た
具
体

的
な
補
償
額
を
提
示
し
て
の
用
地
交

渉
は
、国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
財
源
が
確

保
さ
れ
た
上
で
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
円
滑
に
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
、
十
分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合

に
お
い
て
も
、
全
権
利
者
の
個
別
条
件
な

ど
に
対
し
て
、
誠
実
か
つ
丁
寧
な
対
応
を

重
ね
る
こ
と
で
、

相
手
方
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。福

島
松
川
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

改
良
に
よ
る
地
域
活
性
化

渡わ
た
な
べ辺　
敏と
し
ひ
こ彦

■Ｑ　
観
光
バ
ス
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
運

行
可
能
と
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

■Ａ　
全
長
９
ｍ
以
上
の
車
両
も
通
行
可

能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
向
上
、
各
地
域
資
源
連
携

に
よ
る
観
光
振
興
、
周
辺
立
地
企
業
の
企

業
活
動
や
製
品
輸
送
に
お
け
る
所
要
時
間

の
短
縮
に
よ
る
企
業
立
地
促
進
が
図
ら
れ

る
な
ど
の
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
現
在
、
隣
接
市
町
や
地
区
自
治
振
興
協

議
会
、
国
や
県
お
よ
び
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成

す
る
地
区
協
議
会
に
お
い

て
、ス
マ
ー
ト
I
C
改
良

に
向
け
た
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
内
の
改
修
や
ア
ク

セ
ス
道
路
改
良
な
ど
の
課

題
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
修
繕
費
用
負
担

小お
ぐ
ま熊　

省し
ょ
う
ぞ
う三

■Ｑ　
福
島
市
営
住
宅
等
条
例
で
は
、
畳

の
表
替
え
や
裏
返
し
、
障
子
や
ふ
す

ま
の
張
り
替
え
な
ど
は
、
入
居
者
負
担
に

よ
り
修
繕
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
民

法
改
正
お
よ
び
国
の
指
針
を
受
け
、
見
直

し
を
図
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
畳
の
表
替

え
な
ど
の
軽
微
な
修
繕
に
つ
い
て
は
、

入
居
者
の
費
用
負
担
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
民
法
改
正
に

伴
う
入
居
者
の
費
用
負

担
区
分
に
つ
い
て
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
す
る
。
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■
教
育
・
文
化

信
夫
山
の
文
化
財
の
継
承
と

観
光
面
で
の
連
携

二に
か
い
ど
う

階
堂　
武た
け
ふ
み文

■Ｑ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
民
間
で
進
め

ら
れ
て
い
る
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
市
と
し
て
の
信
夫
山
の
文
化
財
の

継
承
と
観
光
面
で
の
今
後
の
連
携
は
。

■Ａ　
信
夫
山
は
、
先
人
の
暮
ら
し
を
今

に
伝
え
る
文
化
財
や
自
然
が
豊
富
に

残
る
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
多
面
的

な
魅
力
を
有
す
る
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
新
し
い
魅
力
も
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
関
係
す
る
方
々

が
集
ま
り
、
信
夫
山
の
保
存
・
開
発
・
活

用
に
関
す
る
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行

う
場
を
設
け
、
風
格
あ
る
県
都
を
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
構
想
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
さ
せ
、
中
心
市
街
地

と
信
夫
山
の
間
で
人
々
が

行
き
来
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
庁
舎
活
用

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭

■Ｑ　
音
楽
都
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
ま
ず
市
役
所
庁
舎
内
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
待
合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
お
い

て
、
光
も
組
み
合
わ
せ
た
心
地
よ
い
古
関

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
し
て
は
。

■Ａ　
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
継
承
や
古
関

裕
而
氏
の
功
績
を
広
く
周
知
す
る
上

で
、
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、
現
在
、
市

役
所
庁
舎
の
電
話
保
留

音
と
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

音
楽
の
変
更
を
進
め
て

い
る
。

朝
河
正
澄
・
貫
一
氏
の

記
念
館
設
置 

須す
が
い貝　
昌ま
さ
ひ
ろ弘

■Ｑ　
令
和
２
年
に
立
子
山
村
は
、
優
良

村
と
な
り
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
が
、

縁
の
あ
る
立
子
山
に
朝
河
正
澄
・
貫
一
記

念
館
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
世
界
的
な
歴
史
学
者
で
あ
る
朝
河

氏
が
幼
少
期
を
立
子
山
地
区
で
過
ご

し
、
ま
た
、
父
の
正
澄
氏
が
立
子
山
小
学

校
長
と
し
て
村
人
へ
の
教
育
に
尽
力
し
、

模
範
村
と
し
て
の
基
礎
を
作
っ
た
こ
と
は
、

本
市
に
と
っ
て
も
光
栄
な
縁
で
あ
り
、
誇

り
で
あ
る
た
め
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
地
元
に
お
け
る
熱
心
な
取
り
組
み

へ
支
援
も
検
討
し
た
い
。

　
な
お
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
古
関
裕

而
氏
ご
夫
妻
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
の
制
作
決
定
の
朗
報
が
飛
び
込
ん
で

き
た
状
況
で
あ
る
た
め
、

古
関
裕
而
氏
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
最
大

限
重
点
を
お
い
た
取
り

組
み
を
行
い
た
い
。�

主な総括質疑の概要

新年度の予算審査
議長を除く34名の議員で構成する予算特別委員会を設置し、４つの
常任委員会（総務、文教福祉、経済民生、建設水道）を単位とする各分
科会において、新年度の予算審査を行いました。

Ｑ．骨髄移植ドナー助成事業の助成額と内容は？
Ａ．�（公財）日本骨髄バンクを通じ、骨髄など提供する方がドナーとなり易い環境整備を図
るため、休業補償などの経済的支援を行う。

　　助成額は、一人あたり日額２万円（上限７日分の14万円）とする。

Ｑ．連携中枢都市圏の形成に向けた新年度の事業内容は？
Ａ．�圏域における東京オリンピック・パラリンピック関連事業や移住定住促進事業、イン
バウンド対応等事業を予定している。引き続き圏域全体の交流人口拡大と地域活性化
を図り、連携市町村との信頼関係を構築する取り組みを進めていく。

予算審査の流れ

《本会議》

①�予算特別委員会
の設置

②議案付託

⑪質疑・討論
⑫議案採決

《予算特別委員会》

③正副委員長互選
④分科会の設置
⑦総括質疑�※下記参照
⑨質疑・討論

⑤議案付託

《各分科会》

⑥�所管する予算に
対する議案審査

８ページへ
⑧分科会審査報告
　（分科会長報告）

⑩委員会審査報告
　（委員長報告）
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※議決結果覧
　〇→原案可決、同意、認定　　　×→原案否決、不同意、不認定

【市長提出議案／51件】

区分 件　　　名 議決
結果

平

成

31

年

度

予

算

案

福島市一般会計、福島市水道事業会計、
福島市下水道事業会計、福島市農業集落排水事業会計、
福島市国民健康保険事業費特別会計、
福島市飯坂町財産区特別会計、
福島市公設地方卸売市場事業費特別会計、
福島市土地区画整理事業費特別会計、
福島市介護保険事業費特別会計、
福島市庁舎整備基金運用特別会計、
福島市後期高齢者医療事業費特別会計、
福島市青木財産区特別会計、
福島市工業団地整備事業費特別会計、
福島市母子父子寡婦福祉資金貸付事業費特別会計

○

平
成
30
年
度
補
正
予
算
案

福島市一般会計、福島市水道事業会計、
福島市下水道事業会計、
福島市国民健康保険事業費特別会計、
福島市介護保険事業費特別会計、
福島市庁舎整備基金運用特別会計、
福島市後期高齢者医療事業費特別会計、
福島市工業団地整備事業費特別会計
福島市一般会計（追加）

○

条

例

制

定

案

福島市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認
定の要件を定める条例

○福島市保育士等奨学資金貸付条例

福島市歯と口腔の健康づくり推進条例

福島市及び伊達郡飯野町の廃置分合に伴う地域審議会の
設置に関する協議により定められた事項を変更する条例

○

条

例

改

正

案

福島市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例

福島市職員定数条例

福島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

福島市音楽堂条例等

福島市旧堀切邸条例

福島市民生委員の定数を定める条例

福島市ひとり親家庭医療費の助成に関する条例

福島市災害弔慰金の支給等に関する条例

福島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

福島市専用水道に係る水道技術管理者の資格基準に関す
る条例

区分 件　　　名 議決
結果

条

例

改

正

案

福島市道路占用料徴収条例

○

福島市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基
準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例

福島市消防団員の定員、任免、服務及び給与に関する条
例

福島市職員の給与に関する条例

福島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例

福島市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関
する基準を定める条例

福島市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定め
る条例

人

事

案

件

固定資産評価員選任（遊佐吉典氏）

○
財産区管理委員選任（土湯温泉町財産区：熊坂容子氏、
飯坂町財産区：長門昭夫氏、紺野正敏氏）

人権擁護委員候補者推薦（紺野明弘氏、鈴木由紀氏、渡
邉香代子氏）

そ

の

他

包括外部監査契約

○福島市・飯野町まちづくり基本計画変更

市道路線の認定及び廃止

区分 件　　　名 議決
結果

条　例
改正案

福島市議会委員会条例
○

福島市議会の会期等に関する条例

意見
書案 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 ○

【委員会、議員提出議案／３件】

３月定例会議で決まったこと

件　　　名 議決
結果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出方
について ○

【請願の審議結果／１件】

〜議案の審議結果〜

結 果

ＱＲコードから、
各議案の概要を
ご覧いただけます。
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常任委員会・予算特別委員会分科会
※各常任委員会および各分科会に付託された議案審査ならびに予算審査の主な内容を紹介します。

◆議案審査
　福島市消防団員の定員、任免、服務及び給与に
関する条例の一部改正
・消防団への加入を促進するため、入団の要件と
して居住者のみに限定せず、在勤者・在学者の
入団を認める。
・消防団員の火災や大規模災害時の
費用弁償について、３時間以上と
いう支給要件を撤廃することで、
消防団員の処遇改善を図る。

◆予算審査
　東京2020オリンピック・パラリンピック推進事業費
・駅前広場や駅前通りを統一的に装飾するシティ
ドレッシングを行うほか、スイスで柔道を学ぶ
中高生を招いての交流、スイスの合唱団のコン
サート開催などホストタウン交流事業を行う。
カウントダウンイベントや、世界少年野球大会
開催などの啓発事業等を実施により、野球・ソ
フトボール競技開催に向けた機運醸成を図る。

◆議案審査
　福島市旧堀切邸条例の一部改正
・飯坂地区における主要観光施設として施設の見
学や貸館、イベント開催などを行っている旧堀
切邸において、さらなる施設利用と観光誘客促
進を図るため
地域振興およ
び観光振興に
つながる物販、
興行などの営
利行為を可能
とするなどの
条例の改正を
行った。

◆予算審査
　農業就業拡大推進事業費
・農業の担い手を確保するため、兼業就農者や親
元就農者などに研修費用や就農時初期費用など
の一部を助成する。

◆議案審査
　福島市保育士等奨学資金貸付条例制定
・保育士等の養成施設などに修学し、将来市内の
保育所などに勤務する意志を有する者に対し、
一定期間保育士などとして従事した場合に返還
が免除される入
学および修学に
必要な資金を貸
し付け、その修
学を支援するこ
とにより、市内
における保育士
などの確保を図
る。

◆予算審査
　意志疎通支援事業費
・手話言語推進事業として、手話奉仕員の派遣や
手話出前講座の実施などに加え、手話通訳用タ
ブレットの導入を図る。

◆議案審査
　（一般会計補正予算）洪水ハザードマップ活用
事業費
・水害の危険性の実感と迅速な避難を促すため、
特に早期避難が必
要な区域かつ水害
履歴のある地域の
まちなかに、洪水
の浸水深や避難行
動に関する情報を
表示する標識を
500カ所設置する。

◆予算審査
　内水ハザードマップ作成事業費
・局地的な集中豪雨などの発生時における地域住
民の自助・共助を支えるため、下水道（雨水）
事業計画区域における内水浸水シミュレーショ
ンを行い、浸水想定個所や避難に関する情報を
掲載した「内水ハザードマップ」を作成する。

総 務

経 済 民 生

文 教 福 祉

建 設 水 道

復元された旧堀切邸と周辺の町並み
（ふくしま市景観100選より）

浸水深標識イメージ
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◆調査テーマ：小学校における ICT を活用した学習活動の充実に関する調査
　（調査期間：平成30年10月〜）

文 教 福 祉 調査活動中

常任委員会の活動をお知らせします
市議会では、市の事務に関する調査、検証を行っています。平成31年３月26
日の本会議では、これまでの調査結果を各常任委員長が報告し、全会一致で
承認されました。同日、提言書として取りまとめたものを市長へ提出しました。

◆調査テーマ：広報政策に関する調査
　（調査期間：平成30年６月〜平成31年３月）
　平成30年４月の中核市移行後、保健所の設置など
市民生活に直結する業務が以前よりも増加し、市民
へ分かりやすく効果的に情報を発信する重要性が増
している状況を捉え、本市広報のさらなる改善に資
するため、広報政策に関する調査を行った。

総 務
・市民が親しみやすく、手に取ってもらえる広報

誌とする事を目的とした紙面づくりと、より市
民にスポットを当てた市民が参画しやすい構成
とすべきである。将来的には市政だよりと市民
フォトふくしま夢つうしんを統合することも、
検討すべきである。

・シティープロモーションを広報の一つという位
置づけではなく、市の課題を解決し、政策を実
現するための事業として捉え、総合計画を所管
する部署等において実施すべきである。

◆調査テーマ：本市の浸水対策に関する調査
（調査期間：平成30年６月〜平成31年２月）
　局地的な集中豪雨や大型台風に起因する大雨によ
り、浸水被害や土砂崩れなどの大規模な自然災害が
多発し、その対応が全国的に課題と
なっていることから、住宅地や市街地
などの浸水被害の軽減を図るため、本
市の浸水対策に関する調査を行った。

建 設 水 道
・局地的な集中豪雨から市民の生活を守り、浸水

被害の軽減を図るため、行政、市民、事業者な
どがそれぞれ主体性を持ち、一体的かつ計画的
に取り組むことができる総合的な雨水計画を策
定すべきである。

・市民が雨水に関する身近な情報を確認し、避難
行動などに活用できるよう、水位計の設置個所
の増設による水位情報の総合的な管理とデータ
の収集、分析を行い、市民に分かりやすく発信
すべきである。

調 査 結 果

委員長報告全文はこちらから

主な提言内容

◆調査テーマ：地域密着型プロスポーツチーム
との連携による地域の活性化に関する調査

（調査期間：平成30年７月〜平成31年３月）
　福島ユナイテッド FCを交流人口の拡大や地域コ
ミュニティの醸成、商工業の活性化、賑わいの創出
につなげるため、地域密着型プロスポーツチームと
の連携による地域の活性化に関する調査を行った。

経 済 民 生
・地域密着型プロスポーツは、観光やスポーツ面

だけではなく、教育や賑わい創出、健康増進や
地域コミュニティの活性化など様々な面での連
携が可能であるため、福島ユナイテッド FC を
協働のパートナーとして綿密な連絡体制と信頼
関係を構築すべきである。

・平成30年11月に設立した福島圏域連携推進協
議会において、ホームタウンの参加を呼びかけ、
スポーツホームタウンとしての連携について検
討を進めるべきである。

主な提言内容

主な提言内容
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〜
高
校
生
と
意
見
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換
を
行
い
ま
し
た
〜

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
調
査
特
別
委
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会
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、
３
月

23
日
㈯
福
島
成
蹊
高
校
の
生
徒
36
名
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ　
主
人
公
の
東
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本
大
震
災

か
ら
現
在
ま
で
の
８
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間
を
描
く
映
画
を

制
作
し
て
、
今
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の
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気

な
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メ
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ジ
を
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た
い
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Ｂ
グ
ル
ー
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世
界
各
国
の
言
葉
で
「
あ

り
が
と
う
」
を
Ｓ
Ｎ
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で
伝
え
た
い
。
成

蹊
高
校
が
実
施
す
る
海
外
研
修
で
直
接
感

謝
を
伝
え
た
い
。

Ｃ
グ
ル
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プ　
他
の
高
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に
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呼
び
か
け

て
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花
や
笑
顔
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写
真
で
ビ
ッ
グ
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ト

を
つ
く
り
、
Ｓ
Ｎ
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や
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チ
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し
た
い
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ　
桃
李
祭
（
学
園
祭
）
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感
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る
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画
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し
て
、
元
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な
姿
を

Ｓ
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や
福
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。
お
皿
に
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の
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う
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書
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て
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※
意
見
交
換
会
の
内
容
に
つ
き
ま
し
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は
、

　

市
議
会
ホ
ー
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に
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載
し
ま
す
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意
見
交
換
会
に
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加
い
た
だ
き
ま
し
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生
徒
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皆
さ
ん
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関
係
者
の
皆
さ
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あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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未
来
を
描
く
高
校
生
の
意
見

東京２０２０ 特別委員会 ＮＥＷＳ

東京2020大会公認プログラムとして実施しました。

〜
テ
ー
マ
〜

　
東
日
本
大
震
災
時
の
世
界
中
か
ら
の

支
援
に
対
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通

じ
て
ど
う
感
謝
を
伝
え
ら
れ
る
か
？

１月22日 緊急会議を開催しました

「風格ある県都を目指すまちづくり構想」関連
〜平成30年度補正予算を可決〜

Ｑ：福島駅前交流・集客拠点施設整備事業
の目的と効果は？

Ａ：賑わい創出や復興の推進を図る交流・集客拠点
施設整備の基本計画の策定を行う。市民生活の
向上と文化の発展、県北全体の定住化、活性化
の拠点形成を目指す。

Ｑ：新庁舎建設関係事業の目的と効果は？
Ａ：本庁舎西棟の整備のあり方に加えて、市民会館、
敬老センター、中央学習センター各機能との統
合・複合化など、調査検討を進める。公共施設
の質と量の最適化、防災機能の強化、多様な市
民活動の促進などを図る。

Ｑ：図書館整備事業の目的と効果は？
Ａ：設置場所も含めた新しい図書館の基本的方向性
やコンセプトを取りまとめる。市民の意見を取
り入れ、新たな図書館を整備し、市民サービス
の向上、にぎわいの交流など中心市街地のまち
づくりの推進に寄与する。

主な質疑・答弁の概要

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601 福島市五老内町３番１号
　電話 024－525－3776
　FAX 024－534－2520
　福島市議会 広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/
gi-soumu/shise/shigikai/

発行：福島市議会
編集：広報委員会

◆本会議、委員会は、午前10時から
◆日程、開会時間は変更になる場合がありますので、詳し

くは議会事務局までお問い合わせください。
　（TEL 024－525－3776）
◆６月定例会議で審査する請願･陳情の受理
　締め切りは、６月３日㈪午前11時です。
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（定例日）
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（一般質問）

議会運営委員会
本会議（一般質問）

９ 10 11 12 13 14 15
本会議

（一般質問）
常任委員会
議会運営委員会

常任
委員会

休会
（事務整理）

議会運営委員会
本会議（採決等）

６月定例会議予定

ＱＲコードから
市議会のＨＰを
ご覧いただけます。
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